
平成28年度 公益社団法人 北海道作業療法士会 主催 

 日胆支部企画講習会（室蘭会場）  

 

開催日：平成28年７月31日（日）10：０0～12：00（受付9：30～） 

 

テーマ：「認知症高齢者の摂食嚥下障害について」 

 

講 師：山田律子 先生 （北海道医療大学 看護福祉学部/大学院看護福祉研究科 教授） 

 

内 容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  場：大川原脳神経外科病院 2階 大会議室 

    （〒050-0082 北海道室蘭市寿町1丁目10番1号 注28年5月9日移転） 

 

参 加 費    ：会員 4,000円  非会員 8,000円 
     ＊20分以上の遅刻は単位認定致しません。 
      当日は受付が大変混み合いますので、開始30分前には受付を済ますように早めにご

来場下さいますようお願いいたします。なお、受講者は生涯教育手帳を忘れずに持参
してください。 

 

申し込み：参加を希望される方はE-mailまたは道士会ホームページにて下記要領で、 

     事前に申し込みをして下さい。 

E-mail： アドレス＜koushu@haot.jp＞ 

Subject（件名）に「日胆支部企画講習会申し込み（室蘭会場）」と記し、 

本文に「OT協会番号、免許取得後年数（○○年目）、氏名（ふりがな）、所属を 

必ず記載して下さい。              

 

ホームページ：URL＜http://haot.jp/＞ 

講習会案内より必ず上記内容を記載して申し込みください。 

 

問い合わせ先：医療法人社団玄洋会 道央佐藤病院 作業療法士 大谷嘉範 

TEL 0144‐67‐0236  FAX 0144-67-3125 E-mail do-sato-otbe@alpha.ocn.ne.jp 

 

締め切り：平成28年7月24日（日） 

認知症高齢者の摂食嚥下障害の問題は、複数の疾患がもたらす病態の複雑化、多剤服用がもたら

す副作用、生理的加齢のよる変化、食事をする環境への適応障害や食物以外の物を口にするとい

った異食行為等々の認知機能の低下から生じる行動障害が起こりえます。こうした行動障害には

大きな個人差が存在し、原因疾患や重症度別に系統的に実態把握していくことも重要と考えられ

ます。また、本人の問題のみならず、食事形態などといった環境によっても大きく左右される可

能性も高いことも十分に考慮する必要があります。摂食嚥下障害への評価や治療は包括的に行う

ことが求められています。今回は認知症高齢者の摂食嚥下について基礎から学び、今後の臨床現

場にてどのように活用していくのかを共有していきたいと思います。 

 


